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私はこのサイエンスキャンプに参加できて本当

に良かったです。普段体験できないことや学ぶこ

との無いことがたくさんありました。

一番楽しかったのは搾乳でした。私は牛を見た

ことはありましたが、触るのははじめてで牛の肌

に触ってこんなに暖かいものなのだということに

驚きました。搾乳もイメージと違いました。牛の

お乳はもっと皮膚が厚くてもっと硬そうに見えた

んですが思っていたよりも薄くて袋のようなもの

だとわかりました。

その次の牛のお腹にいる赤ちゃんをみること

は、私にとって貴重な体験でした。最初見たとき

は驚きましたがやってみるとあまり気になりませ

んでした。腸が意外に柔らかかったので驚きまし

た。はじめは、なかなか赤ちゃんのいる場所がわ

かりませんでしたが、教えていただいて頭らしい

ものがわかりました。その話を帰ってきてからい

ろいろな人に話すと驚かれます。

においの実験では、持っていったく
・
さ
・
や
・
を使っ

ていただきました。私には慣れている臭いでも普

通の人からすればやはり臭いのだということがわ

かりました。実験では、においの強さを測りまし

た。パネルのテストは緊張しました。その後の臭

いを嗅ぐ実験では、オペレータのときは簡単そう

に見えたのですがパネルになってみるとぜんぜん

わかりませんでした。

体験や学んだ事以外にも私が参加できて良かっ

たことは、いろいろな人に会えたことです。いろ

いろな人と話をすることができて、今自分がどれ

だけ狭い所だけで生活していたかわかりました。

私はこのサイエンスキャンプを通して、本当に

たくさんの事を学び体験させていただきました。

このことは将来の自分にとても役に立つことだと

思います。参加させていただき本当にありがとう

ございました。

東京都立新島高等学校 3年生

宮川香菜子

前回のニュース13号で紹介した「サイエンスキャンプ2004報告」について、参加した高校生のうち、東

京都立新島高等学校 3年生 宮川香菜子さんの感想文を紹介いたします。

サイエンスキャンプ2004・受講生感想文紹介

「牛の赤ちゃん」

者が多く体験できなかった方もおられたようです。

土産として用意された、研究所産の三色卵と堆

肥、パック牛乳、プロポリスキャンデーも、即売

された農産物とともに終了前には品切れとなり好

評でした。

３年続けての土曜日開催が定着してきたよう

で、当日は、曇り空で少し肌寒い天候にも拘わら

ず、県内外から1,138名が訪れ、当研究所を知っ

ていただくとともに、研究への理解をしていただ

けたことと考えています。
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